
(1) 第86号 令和８年９月１日拓北・あいの里

り
ま
し
た
。

最
後
に
乾
杯
の
挨
拶
に
立
た

れ
た
松
井
連
町
顧
問
か
ら
は
、

創
立
30
周
年
を
超
え
て
今
後
の

更
な
る
活
性
化
に
向
け
た
地
域

の
皆
さ
ま
へ
の
激
励
を
込
め
た

挨
拶
の
後
、
万
歳
三
唱
の
発
声

で
会
を
終
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に

会
場
を
移
し
、
永
年
役
員
表
彰

に
引
き
続
き
、
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

連
合
町
内
会
関
係
者
に
加
え

佐
藤
北
区
長
の
ほ
か
、
関
係
機

関
、
団
体
の
代
表
等
78
名
の
皆

さ
ま
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
の
後
、
佐
藤
北

区
長
の
来
賓
挨
拶
、
向
瀬
市
民

部
長
の
祝
杯
で
祝
宴
に
移
り
ま

し
た
。

テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

北
海
道
教
育
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

長
を
始
め
、
地
域
活
動
団
体
代

表
の
皆
さ
ま
か
ら
、
地
域
と
の

関
連
を
含
め
た
活
動
紹
介
が
あ

り
、
情
報
交
換
の
機
会
と
も
な

前
年
度
事
業
・
決
算
報
告
及

び
連
町
創
立
30
周
年
記
念
事
業

の
決
算
報
告
は
、
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算

案
は
、
あ
い
あ
い
祭
り
精
算
に

よ
る
寄
付
金
の
扱
い
を
含
め
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
役
員
改
選
期
に
当

た
っ
て
お
り
、
選
考
委
員
会
を

経
て
、
会
長
に
長
尾
由
紀
子
、

副
会
長
に
三
谷
英
男
、
下
舘
繁

良
、
木
村
聡
の
四
氏
選
出
の
提

案
が
あ
り
、
拍
手
で
承
認
さ
れ

全
審
議
を
終
え
ま
し
た
。

５
月
23
日(

土)

に
地
区
セ
ン

タ
ー
で
総
会
・
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
午
後
２
時
か
ら
集
会

室
で
委
任
状
を
含
む
町
内
会
代

表
と
連
町
役
員
の
計
64
名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
長
尾
会
長
か
ら
こ
の

１
月
の
連
町
創
立
30
周
年
記
念

祝
賀
行
事
の
協
力
へ
の
感
謝
を

含
む
任
期
２
年
を
振
り
返
る
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
長
に
は
ひ
ま
わ
り
団
地
東

町
内
会
の
真
鍋
俊
彦
会
長
を
選

任
し
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広　報

題字　長　尾　由紀子

交流会の様子

大
成
功
の
陰
に
は
、多
く
の
皆
さ

ま
の
お
力
、そ
し
て
大
坂
前
副
会
長

は
じ
め
、旧
役
員
の
皆
さ
ま
の
ご
活

躍
の
数
々
が
あ
り
、
多
方
面
で
の
ご

尽
力
に
感
謝
で
一
杯
で
す
。今
後
も
是

非
ご
助
言
等
の
お
力
を
お
借
り
し
た

く
思
い
ま
す
。

今
期
は
改
選
期
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、新
体
制
で
の
船
出
と
な
り
ま
し

た
。「
出
来
る
事
を

出
来
る
時
に

出
来
る
人
達
で
」
微
力
で
も
誠
実
に

努
力
す
る
姿
で
、小
さ
な
力
も
大
勢

集
ま
る
と
大
き
な
実
り
に
な
る
こ
と

を
信
じ
て
、
気
持
ち
を
新
た
に
「
人

と
緑
が
調
和
す
る

や
さ
し
く
支
え

合
う
ま
ち

拓
北
・
あ
い
の
里
」を
イ

メ
ー
ジ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、小
さ
な
子
か

ら
高
齢
者
ま
で
、障
が
い
が
あ
る
人

も
な
い
人
も「
防
災
」「
防
犯
」「
福

祉
」に
強
い
、安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る

街
を
目
指
し
て
、役
員
一
同
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
尽
力

を
頂
き
、令
和
８
年
度
の
定
期
総
会

も
無
事
に
終
了
で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、創
立
30
周
年
行
事
を

挙
行
し
、記
念
誌
も
無
事
に
発
刊
で

き
ま
し
た
が
、皆
さ
ま
に
は
協
賛
金

の
お
願
い
な
ど
も
含
め
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
事
、心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

力
不
足
の
私
で
す
が
今
期
も
会

長
と
し
て
就
任
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。そ
ん
な
自
分
の
仕
事
の
一つ
と
し

て
、少
し
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

次
に
つ
な
が
る
事
を
視
野
に
入
れ
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
大
切
に
、組

織
が
マ
ン
ネ
リ
化
、停
滞
し
な
い
よ
う

に
、ま
ず
は
私
自
身
が
身
を
以
て
後

進
の
道
を
考
え
て
い
く
、３
期
目
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
大
勢
の
皆
さ
ま
の
益
々
の

お
力
添
え
を
、何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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出
来
る
事
を

出
来
る
時
に

　
　
　
　
　

出
来
る
人
達
で

拓
北･

あ
い
の
里
連
合
町
内
会
会
長

長
尾
由
紀
子

令
和
八
年
度

拓
北
・
あ
い
の
里
連
合
町
内
会

　
　
　
　
総
会
及
び
交
流
会
の
開
催



第86号 (2)令和８年９月１日 拓北・あいの里

１
．
基
本
方
針

  

ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
フ

レ
ー
ズ
「
人
と
緑
が
調
和
す
る

や
さ
し
く
支
え
合
う
ま
ち

拓

北
・
あ
い
の
里
」
の
熟
成
を
め

ざ
し
た
活
動
を
推
進
す
る
。

①
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
る
。
②
各
町
内
会
・
自

治
会
と
の
情
報
交
流
に
努
め

る
。
②
地
域
諸
団
体
と
の
連
携

を
保
ち
、
行
事
等
へ
の
協
力
に

努
め
る
。
④
北
区
土
木
セ
ン

タ
ー
・
除
雪
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
を
密
に
し
、
冬
期
間
の
安
全

安
心
な
環
境
保
持
に
努
め
る
。

⑤
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
地

域
の
諸
課
題
の
把
握
に
努
め
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て

解
決
に
努
め
る
。

２
．
各
部
事
業
計
画
の
概
要

総
務
部

①
会
議
等
の
企
画
運

営
に
あ
た
り
各
部
と
の
連
携
調

整
を
図
り
、
諸
事
業
を
推
進
す

る
。
②
各
町
内
会
と
連
携
を
図

り
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
る
。
③
役
員
会
、
単

位
町
内
会
長
会
議
の
充
実
に
努

め
る
。
④
地
域
の
諸
課
題
を
把

握
し
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・

各
町
内
会
な
ど
と
連
携
し
て
そ

の
解
決
に
努
め
る
。
⑤
適
時
的

確
な
除
排
雪
の
た
め
、
北
区
土

木
セ
ン
タ
―
、
除
雪
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
努
め
る
。

会
計
部

①
事
業
計
画
に
基
づ

き
予
算
の
適
切
で
厳
正
な
執
行

に
努
め
る
。

事
業
部

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
連
町
活

動
の
周
知
及
び
活
性
化
へ
の
展

開
を
企
画
・
推
進
す
る
。
②
他

の
専
門
部
に
属
さ
な
い
行
事
・

会
議
等
の
特
命
事
項
を
企
画
・

推
進
す
る
。

広
報
部

①
広
報
誌
「
拓
北
・

あ
い
の
里
」
を
年
２
回
発
行
し

地
域
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

社
会
福
祉
部

①
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
誰
で
も
参
加
で
き

る
体
育
的
行
事
を
実
施
し
、
交

流
と
健
康
の
維
持
・
増
進
に
努

め
る
。
「
み
ん
な
で
歩
こ
う

会
」(

10
月
３
日(

土)

開
催
予

定
）
の
企
画
・
実
施
に
努
め

る
。
②
地
域
の
福
祉
関
連
活
動

団
体
と
の
情
報
共
有
を
図
る
と

と
も
に
、
福
祉
に
関
す
る
諸
行

事
の
推
進
に
努
め
る
。
福
祉
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

「
認
知
症
対
応
事
例
検
討
会
」

の
企
画
・
実
施
に
努
め
る
。

環
境
部

①
地
域
の
自
然
保
護

団
体
の
活
動
を
通
じ
、
自
然
環

境
の
実
態
を
認
識
す
る
と
と
も

に
維
持
保
全
に
参
加
協
力
す

る
。
②
ご
み
処
理
施
設
の
見
学

等
を
通
じ
、
住
民
自
ら
実
践
で

き
る
ご
み
の
減
量
等
環
境
保
全

意
識
を
高
め
る
。
③
地
域
樹
林

計
画
の
継
続
に
努
め
る
。

防
災
部

①
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の

防
災
訓
練
実
施
に
伴
う
助
成
を

行
う
。
②
防
災
通
信
を
発
行
す

る
。
③
防
災
組
織
未
結
成
町
内

会
に
対
す
る
防
災
組
織
結
成
支

援
を
行
う
。

防
犯
交
通
部

①
防
犯
部
会
の

定
期
的
な
開
催
を
進
め
る
。
②

拓
北
・
あ
い
の
里
防
犯
ひ
ま
わ

り
隊
と
の
協
力
連
携
に
努
め

る
。
③
犯
罪
発
生
状
況
の
情
報

収
集
と
地
域
住
民
へ
の
防
犯
啓

発
活
動
を
推
進
す
る
。
④
関
連

諸
団
体
と
の
交
流
を
図
り
街
頭

啓
発
を
実
施
し
、
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
安
全
確
保
に
努
め

る
。
⑤
各
町
内
会
に
交
通
安
全

旗
を
配
布
し
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
に
努
め
る
。

厚
生
部

①
各
種
検
診
や
研
修

会
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
健

康
管
理
と
疾
病
予
防
に
努
め

る
。
②
各
種
募
金
活
動
の
協
力

に
努
め
る
。

５
月
23
日
の
連
合
町
内
会
総

会
の
終
了
後
に
、
佐
藤
北
区
長

の
ご
臨
席
の
も
と
、
長
き
に
わ

た
っ
て
町
内
会
の
役
員
を
務
め

ら
れ
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
方
々
の
功
労
を
た
た
え
、

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
該
当
者
は
６
名
。

そ
れ
ぞ
れ
佐
藤
区
長
・
長
尾

会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な

拍
手
で
祝
福
さ
れ
、
受
賞
者
全

員
で
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。

〈
受
賞
さ
れ
た
方
々
〉

◇
市
長
表
彰

勝
毛

孝
志

氏

◇
区
長
表
彰

坂
東

忠
幸

氏

真
鍋

俊
彦

氏

長
岡

正
一

氏

五
十
嵐
淳
一

氏

◇
連
町
会
長
表
彰

菊
池

健
一

氏

受
賞
者
謝
辞

受
賞
者
全
員
で
記
念
撮
影

令
和
８
年
度

　
　
　
連
町
事
業
計
画

永
年
役
員
表
彰

６
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た　
　



(3) 第86号 令和８年９月１日拓北・あいの里

科　　目 前年度決算額 本年度予算額 増 　 減 摘　　　　　要

前 年 度 繰 越 金 3,889,673 3,409,318 △ 480,355

会　　　　　　費 1,474,330 1,466,790 △ 7,540 49町内会11,283世帯×130円

助 成 金 ・ 交 付 金 5,727,311 5,699,540 △ 27,771

連合町内会助成金 1,450,920 1,443,960 △ 6,960 均等割　 90,000円　世帯割　1,353,960円

単位町内会助成金 3,880,660 3,865,580 △ 15,080 基準割　932,000円　世帯割　2,933,580円

特別事業助成金 300,000 300,000 0 まちづくり活動（広報・防災）ほか

日 赤 等 助 成 金 95,731 90,000 △ 5,731 日赤、健康を守るつどい活動費ほか

雑　　 収 　　入 1,370,863 104,352 △ 1,266,511

広 　  告  　 料 100,000 100,000 0 広報誌広告協賛金

そ 　  の  　 他 1,270,863 4,352 △ 1,266,511 預金利息、交通安全旗追加購入ほか

収 　 入 　 合 　 計 12,462,177 10,680,000 △ 1,782,177

令和８年度　一般会計予算書

【収入の部】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円)

科　　目 前年度決算額 本年度予算額 増 　 減 摘　　　　　要

会 議 費 152,072 200,000 47,928 市、区、外部団体、諸会議費ほか

事 務 管 理 費 207,428 250,000 42,572 コピー保守、封筒、切手、用紙ほか

渉 外 費 406,497 400,000 △ 6,497 各種団体総会、行事、会議ほか

事 業 費 3,596,963 1,890,000 △ 1,706,963

役 員 活 動 費 350,000 350,000 0 連町役員活動費

総 務 部 活 動 費 80,612 150,000 69,388 総会、交流会、諸会議室使用料、通信費ほか

事 業 部 活 動 費 2,001,460 50,000 △ 1,951,460

広 報 部 活 動 費 705,892 800,000 94,108 広報誌２回発行ほか

社会福祉部活動費 23,470 30,000 6,530 福祉活動（社協・民児協等との連携）ほか

環 境 部 活 動 費 33,717 50,000 16,283 クリーンさっぽろ研修会ほか

防 災 部 活 動 費 150,000 180,000 30,000 防災訓練、研修会ほか

防犯交通部活動費 241,462 250,000 8,538 交通安全旗購入費ほか

厚 生 部 活 動 費 10,350 30,000 19,650 健康増進及び各種募金活動等ほか

まちづくり等対策費 16,484 30,000 13,516

慶 弔 費 40,000 50,000 10,000

助 成 金 ・ 協 賛 金 515,000 1,600,000 1,085,000 地域諸団体助成金・協賛金

単位町内会助成金 3,880,660 3,865,580 △ 15,080 基準割　932,000円　世帯割　2,933,580円

負 担 金 229,145 230,000 855 防火委員会、防犯協会、道町連年会費ほか

雑 費 8,610 8,420 △ 190 振込手数料ほか

予 備 費 0 2,156,000 2,156,000

支 出 合 計 9,052,859 10,680,000 1,627,141

次 期 繰 越 金 3,409,318 0 △ 3,409,318

総 計 12,462,177 10,680,000 △ 1,782,177

【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：円)

自　令和８年４月１日
至　令和９年３月31日



第86号 (4)令和８年９月１日 拓北・あいの里

顧　
　
　

問　
　

松
井

正
彦
︵
あ
い
の
里
東
公
園
）

相

談

役　
　

近
藤

幸
一
︵
ひ
ま
わ
り
団
地
南
）

会　
　
　

長　
　

長
尾
由
紀
子
︵
あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ
）

副

会

長　
　

三
谷

英
男
︵
ひ
ま
わ
り
団
地
西
）

　
　
　
　
　
　
　

下
舘

繁
良
︵
拓
北
パ
レ
ス
）

総
務
部
長　
　

柴
田　
　

登
︵
あ
い
の
里
２
条
４
丁
目
）

会
計
部
長　
　

佐
藤　
　

清
︵
あ
い
の
里
３
条
７
丁
目
）

事
業
部
長　
　

増
田　
　

弘
︵
南
あ
い
の
里
）

広
報
部
長　
　

真
鍋

俊
彦
︵
ひ
ま
わ
り
団
地
東
）

環
境
部
長　
　

佐
藤

信
幸
︵
あ
い
の
里
３
条
10
丁
目
）

防
災
部
長　
　

佐
藤

孝
之
︵
こ
ぶ
し
）

防
犯
交
通
部
長

小
野

爵
冝
︵
あ
い
の
里
１
条
３
丁
目
）

厚
生
部
長　
　

住
友

節
子
︵
あ
い
の
里
２
条
３
丁
目
）

厚
生
部
副
部
長

中
野

裕
子
︵
あ
い
の
里
４
条
５
丁
目
）

監　
　
　

事　
　

五
十
嵐
淳
一
︵
あ
い
の
里
エ
ス
パ
シ
オ
）

監　
　
　

事　
　

三
浦　
　

紀
︵
ひ
ま
わ
り
団
地
南
）

拓
北･

あ
い
の
里

　
　
　
連
合
町
内
会
役
員

副

会

長

兼
社
会
福
祉
部
長

第
一
回
単
位
町
内
会
長
会
議

が
７
月
18
日︵

土︶

午
後
２
時
か

ら
地
区
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
に
お
い
て
29
町
内
会
33
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
参
加
者
全
員
で
７
月

15
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
木
村
聡

副
会
長
へ
、
生
前
の
ご
活
躍
を

偲
び
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

長
尾
会
長
の
自
由
闊
達
な
意

見
交
換
を
期
待
す
る
挨
拶
が
あ

り
、
新
役
員
体
制
紹
介
後
、
各

部
の
報
告
に
移
り
ま
し
た
。

【
各
部
等
か
ら
の
報
告
内
容
】

総
務
部

①
総
会
時
の
質
問
等
へ
の
対
応

②
除
排
雪
意
見
要
望
提
出
依
頼

③
福
祉
除
雪
説
明
会
開
催
案
内

及
び
同
事
業
内
容
変
更
紹
介

④
今
後
の
会
議
・
行
事
等
日
程

事
業
部

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

広
報
部

①
今
年
度
の
編
集
委
員
会
構
成

②
今
年
度
の
広
報
紙
発
行
計
画

社
会
福
祉
部

①
「
み
ん
な
で
歩
こ
う
会
」
の

予
定
及
び
内
容
紹
介

環
境
部

①
今
年
度
の
事
業
計
画

防
災
部

①
連
町
防
災
組
織
構
成
及
び
ブ

ロ
ッ
ク
別
防
災
訓
練
予
定

防
犯
交
通
部

①
北
署
・
あ
い
の
里
交
番
管
内

犯
罪
及
び
交
通
事
故
発
生
状

況
②
活
動
報
告

厚
生
部

①
住
民
検
診
日
程
申
込
方
法
等

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

①
新
組
織
体
制
紹
介

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

①
回
覧
板
無
償
配
布
の
案
内

会
議
終
了
後
、
２
階
福
ま
ち

で
、
「
65
歳
以
上
世
帯
名
簿
」

取
扱
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

区
社
協
の
池
田
職
員
を
講
師

に
、
単
町
会
長
・
役
員
等
15
名

が
受
講
し
ま
し
た
。

区
社
協
高

木
事
務
局
長

を
交
え
参
加

者
間
で
研
修

目
的
等
の
意

見
交
換
が
あ

り
、
理
解
を

新
た
に
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

令
和
８
年
度

令
和
八
年
度

第
一
回
単
位
町
内
会
長
会
議
開
催
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坂
東

忠
幸　
　
　

本
村
第
二

佐
藤

孝
之
︵
新
）
こ
ぶ
し　
　
　
　
　
　
　

防
災
部
長

高
田　
　

修
︵
新
）
拓
北
１
条

阿
部

修
一
︵
新
）
拓
北
ミ
ズ
ナ
ラ

永
田

隆
一　
　
　

グ
リ
ン
ピ
ア
篠
路
北
団
地

下
舘

繁
良　
　
　

拓
北
パ
レ
ス

副
会
長
兼
社
会
福
祉
部
長

秋
庭

令
子
︵
新
）
拓
北
大
野
地

兼
松

久
夫
︵
新
）
拓
北
ナ
ナ
カ
マ
ド

真
鍋

俊
彦　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
東　
　
　

広
報
部
長

三
谷

英
男　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
西　
　
　
　

副
会
長

大
坂　
　

登　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
中
央　
　
　

三
浦　
　

紀　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
南　
　
　
　
　

監
事

前
田

繁
博　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
北

菊
池

健
一　
　
　

興
産
社　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤

昭
一　
　
　

拓
北
は
ま
な
す　
　
　
　
　
　

岡
崎

洋
子
︵
新
）
市
営
住
宅
拓
北
団
地

柄
澤　
　

理
︵
新
）
あ
い
の
里
す
ぎ
の
こ　
　
　
　

定
政

和
俊
︵
新
）
あ
い
の
里
ピ
ア
プ
レ
イ
ス

加
藤　
　

学　
　
　

あ
い
の
里
１
条
３
丁
目

高
橋

明
平
︵
新
）
あ
い
の
里
１
条
４
丁
目　
　
　

松
浦

勝
利
︵
新
）
あ
い
の
里
２
条
２
丁
目

大
場

実
信
︵
新
）
あ
い
の
里
２
条
３
丁
目

柴
田　
　

登　
　
　

あ
い
の
里
２
条
４
丁
目

総
務
部
長

森　
　

篤
士
︵
新
）
あ
い
の
里
３
条
２
丁
目

武
山

明
雄
︵
新
）
あ
い
の
里
西

杉
本

宣
雄
︵
新
）
あ
い
の
里
３
条
４
丁
目

鈴
木
日
出
夫　
　
　

あ
い
の
里
４
条
２
丁
目　
　
　

畠
山

勝
美　
　
　

あ
い
の
里
４
条
３
丁
目

伊
澤
真
奈
美　
　
　

あ
い
の
里
４
条
４
丁
目

藤
井　
　

徹
︵
新
）
山
口　
　
　
　
　
　

山
下

柳
子　
　
　

あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ　
　
　
　

大
嶋

忠
裕
︵
新
）
コ
ロ
ナ
ー
ド
あ
い
の
里

中
嶋

淳
子
︵
新
）
コ
ロ
ナ
ー
ド
あ
い
の
里
Ⅱ

西
田

毅
雄
︵
新
）
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ａ
ス
テ
ー
ジ

五
十
嵐
淳
一　
　
　

あ
い
の
里
エ
ス
パ
シ
オ　
　
　
　
　
　
　

監
事

阿
部

将
之　
　
　

あ
い
の
里
３
条
５
丁
目

渡
邉　
　

寛　
　
　

あ
い
の
里
４
条
５
丁
目　
　
　
　
　

今
島　
　

昭　
　
　

あ
い
の
里
４
条
６
丁
目

長
谷
川
雅
英
︵
新
）
中
銀
あ
い
の
里

宮
川

勝
雅
︵
新
）
あ
い
の
里
２
条
５
丁
目

木
村

勇
気
︵
新
）
あ
い
の
里
３
―
６
ハ
ー
モ
ネ
ー
ト
タ
ウ
ン

伊
藤

政
行　
　
　

あ
い
の
里
１
条
７
丁
目

石
川　
　

実　
　
　

あ
い
の
里
中
央

石
森

勝
彦
︵
新
）
あ
い
の
里
東

佐
藤

信
幸　
　
　

あ
い
の
里
３
条
10
丁
目　
　
　
　
　

環
境
部
長

髙
岡

尚
司　
　
　

福
移

増
田　
　

弘　
　
　

南
あ
い
の
里　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
部
長

佐
藤　
　

清　
　
　

あ
い
の
里
３
条
７
丁
目　
　
　
　
　

会
計
部
長

○
は
ブ
ロ
ッ
ク
名
で
す

︵
令
和
８
年
９
月
１
日
現
在
）

地
域
住
民
の
安
心
と
活
力
あ

る
暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
拓
北
地
域
の
15

の
町
内
会
・
自
治
会
で
組
織
さ

れ
て
い
る
拓
町
協
の
今
年
度
定

期
総
会
が
開
か
れ
、
前
年
度
の

活
動
報
告
・
決
算
が
承
認
さ
れ

今
年
度
の
活
動
計
画
と
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
方
針

と
し
て
「
拓
北
・
あ
い
の
里
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
拓
北
部
会
」

と
連
携
し
て
町
内
会
が
抱
え
る

諸
課
題
の
情
報
交
換
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
の
課
題
を
共
有

し
、
理
解
を
深
め
て
解
決
を
目

指
す
こ
と
や
地
域
の
安
全
安
心

の
た
め
に
「
拓
北
防
犯
ひ
ま
わ

り
隊
」
と
連
携
し
て
地
域
の
見

守
り
や
事
件
事
故
の
防
止
等
に

努
め
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
監
事
の
退
任
に
伴

い
新
た
に
柄
澤
理
さ
ん
︵
あ
い

の
里
す
ぎ
の
こ
町
内
会
）
を
選

任
し
て
総
会
を
終
了
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
来
賓
の
長
尾
連
町

会
長
、
佐
々
木
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
所
長
を
交
え
て
日
ご
ろ

の
町
内
会
活
動
で
の
気
づ
き
や

悩
み
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
あ
い
の
里
地
区

町
内
会
長
連
絡
協
議
会
定
期
総

会
が
、
７
月
28
日
︵
火
）
午
後

６
時
か
ら
拓
北
・
あ
い
の
里
地

区
セ
ン
タ
ー
２
階
集
会
室
に
お

い
て
会
員
31
町
内
会
中
25
町
内

会
の
参
加
︵
委
任
状
含
む
）
で

開
か
れ
ま
し
た
。

７
年
度
の
活
動
・
決
算
報
告

並
び
に
８
年
度
の
計
画
・
予
算

案
に
つ
い
て
、
繰
越
金
の
増
え

つ
つ
あ
る
現
状
を
受
け
、
活
発

な
会
の
運
営
を
求
め
る
意
見
も

あ
り
な
が
ら
、
報
告
及
び
議
案

は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
体
制
は
次
の
通
り
。

会　
　

長
・
渡
邉　
　

寛

副
会
長
・
佐
藤　
　

清

副
会
長
・
五
十
嵐
淳
一

事
務
局
長
・
柴
田　
　

登

事
務
局
次
長
兼
会
計
担
当

　
　
　
　
　

・
鈴
木
日
出
夫

会
計
監
査
・
増
田　
　

弘

同　
　
　

・
伊
澤
真
奈
美

総
会
終
了
後
、
長
尾
連
町
会

長
、
佐
々
木
ま
ち
セ
ン
所
長
、
吉

野
地
区
セ
ン
館
長
を
交
え
、和
や

か
な
中
に
も
、
若
手
や
新
任
会

長
の
意
欲
的
な
声
も
頼
も
し
い

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
の
里
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

令
和
８
年
度
定
期
総
会
開
催

①②③

④⑤

拓
北･

あ
い
の
里
連
町
単
位
町
内
会
長

拓
北
地
域
町
内
会
連
絡
協
議
会

令
和
８
年
度
定
期
総
会
開
催
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自
転
車
は
、道
路
交
通
法
上「
軽

車
両
」と
さ
れ
、車
道
通
行
、信
号
や

標
識
の
順
守
、夜
間
の
ラ
イ
ト
点
灯
、

飲
酒
運
転
の
禁
止
が
順
守
義
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
で
「
事
故
に
遭
わ
な
い
」

「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」た
め
次
の
利

用
五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

一

車
道
通
行
が
原
則
で
、
歩
道
通

行
は
例
外
で
す
。
例
外
は
、標
識

で「
自
転
車
通
行
可
」
と
さ
れ
て

い
る
場
合
や
13
歳
未
満
、70
歳
以

上
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
、
車

道
の
通
行
が
危
険
な
場
合
に
限
り

歩
道
通
行
が
で
き
ま
す

二

信
号
や
標
識
を
順
守
し
ま
し
ょ
う

三

夜
間
の
走
行
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
ま
し
ょ
う

四

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
禁
止
で
す

五

事
故
衝
撃
軽
減
の
た
め
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

２
０
２
６
年
４
月
１
日
か
ら
車
と

同
様
、
自
転
車
に
も
「
交
通
反
則
通

告
制
度
」が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
を
し
た
場
合
の
反
則
金
は
高

額
で
す
。交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
自
転

車
を
安
全
・
快
適
に
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

あ
い
の
里
地
区
の
樹
木
の
過

密
化
や
危
険
木
の
増
加
等
の

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

30
年
３
月
に
「
あ
い
の
里
地
区

樹
林
維
持
管
理
計
画
」
を
策
定

し
、
令
和
７
年
年
度
ま
で
に
約

５
４
０
０
本
の
樹
木
を
間
伐
す

る
等
の
施
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
そ
の
効
果
を
調
査

し
、
同
計
画
の
現
状
評
価
を
行

い
、
今
後
の
取
り
扱
い
方
針
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
で
計
画
上
「
深

刻
な
樹
木
」
を
中
心
に
規
模
の

大
き
い
箇
所
の
完
了
を
目
指
し

一
部
の
区
域
で
間
伐
す
る
と
防

砂
、
防
雪
機
能
が
無
く
な
る
な

ど
地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
、
最

小
施
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

過
年
度
施
業
記
録
の
整
理
・

解
析
し
各
樹
林
︵
約
20
の
エ
リ

ア
）の
状
態
確
認
・
評
価
︵
危
険

木
の
状
況
、
林
床
の
状
況
等
記

録
を
含
む
）
を
取
り
ま
と
め
︵
樹

林
カ
ル
テ
等
の
作
成)

、
こ
れ
ま

で
の
施
業
の
効
果
を
検
証
す
る

た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

６
月
８
日(

月)

午
後
の
１
時

間
、
小
雨
降
る
中
、
地
域
有
志

が
あ
い
の
里
高
等
支
援
学
校
を

訪
ね
、
「
意
見
交
換
会
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

連
町
・
社
協
・
民
児
協
・
子

ど
も
会
・
札
幌
協
働
福
祉
会
・

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
介
護

予
防
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
合
計
12

名
が
こ
の
交
換
会
に
臨
み
、
第

二
体
育
館
で
待
つ
同
校
３
年
生

や
先
生
方
か
ら
温
か
い
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。

冒
頭
、
地
域
参
加
者
を
代
表

し
て
長
尾
連
町
会
長
か
ら
「
皆

さ
ん
と
交
流
で
き
る
事
、
本
当

に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
楽
し

い
時
間
と
な
る
よ
う
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
９
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
交
換
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
「
地
域
と
の
関
わ
り

で
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

が
学
習
の
テ
ー
マ
。
各
グ
ル
ー

プ
で
は
、
「
自
己
紹
介
」
と

「
意
見
交
換
」
が
話
し
合
い
の

中
心
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
、
第
６
グ
ル
ー
プ
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。

「
自
己
紹
介
」
で
は
、
趣
味

や
特
技
の
紹
介
も
あ
り
、
ダ
ン

ス
・
ピ
ア
ノ
演
奏
・
イ
ラ
ス
ト

画
な
ど
元
気
に
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
「
意
見
交
換
」

で
は
、
祭
り
の
手
伝
い
と
挨
拶

が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
「
お

祭
り
で
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る

と
あ
り
が
た
い
」
と
の
願
い
に

は
強
い
意
欲
を
示
し
、
「
お
年

寄
り
が
多
い
地
域
な
の
で
、
挨

拶
し
て
く
れ
る
と
み
ん
な
喜
ぶ

よ
」
と
の
投
げ
か
け
に
も
大
き

な
う
な
ず
き
が
あ
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
意
見
交
換
会
、
私

た
ち
地
域
住
民
も
「
あ
っ
た
か

い
気
持
ち
で
終
え
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

意見交換会の様子

防
犯
交
通
部

自
転
車
の
交
通

ル
ー
ル
に
つ
い
て

あ
い
の
里
の
樹
木
を

安
心
・
安
全
な
も
の
に

　
　
環
境
部

樹
木
検
討
委
員
会

楽
し
く
意
見
・
情
報
交
換
！

〜
あ
い
の
里
高
等
支
援
学
校
生
と
交
流
〜
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こ
の
度
は
地
区
青
少
年
育
成

委
員
会
の
活
動
を
報
告
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　

現
在
、
こ
の
地
区
の
育
成
委

員
は
14
名
で
日
々
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
活
動

内
容
と
し
て
は
、
①
劇
団
「
風

の
子
」
の
観
劇
会
②
ボ
ッ
チ
ャ

体
験
会
③
北
区
二
十
歳
を
祝
う

会
実
行
委
員
の
３
つ
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

観
劇
会
に
つ
い
て
は
、
地
区

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
を
利

用
し
、
実
際
に
間
近
で
鑑
賞
す

る
こ
と
で
演
劇
の
よ
さ
を
肌
で

感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
老
若
男
女
問
わ

ず
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
は
、
３
年

前
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に

も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
地
域
の

４
小
学
校
対
抗
で
楽
し
く
ル
ー

ル
を
学
び
な
が
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
地
区
セ
ン

タ
ー
で
も
ボ
ッ
チ
ャ
の
セ
ッ
ト

を
買
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
す

べ
て
の
人
が
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
交
流

が
深
ま
れ
ば
幸
い
と
運
営
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
札
幌
市
北
区
二
十
歳

を
祝
う
会
で
す
が
、
以
前
は
成

人
式
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
の
成
人
年
齢
は
18
歳

に
な
り
ま
し
た
の
で
名
称
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
１
月
の

第
２
日
曜
日
に
札
幌
芸
術
文
化

劇
場hitaru

に
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
地
域

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
お
祭

り
・
催
事
に
協
力
を
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
普
及
、
人
間
関
係
の

変
化
な
ど
に
よ
り
大
き

く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が

連
携
し
な
が
ら
温
か
く

見
守
り
、
支
え
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
青
少
年
育
成
委
員
の

活
動
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

と
未
来
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
文
頭
で
委
員
が
14
名

と
書
き
ま
し
た
が
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
委
員
で
無
理
な
く
活

動
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ご
賛
同
い
た
だ
け
る

方
は
是
非
と
も
私
た
ち
の
お
仲

間
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。︵

連
絡
先
：
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
７
７
８
―
２
３
５
５︶

ボッチャ体験会の様子

拓
北
小
学
校
は
５
年
生
の
学

び
と
し
て
地
域
の
方
と
の
交
流

を
通
し
て
自
助
・
共
助
の
重
要

性
を
身
に
付
け
る
学
習
を
計
画

し
、
ひ
ま
わ
り
連
合
自
治
会
防

災
会
︵
以
下
、
防
災
会
）
が
全
面

協
力
し
ま
し
た
。

こ
の
学
習
は
３
回
に
分
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
①
「
防
災
会

が
何
故
誕
生
し
た
の
か
？
」
を

大
野
防
災
部
長
が
ス
ラ
イ
ド
で

説
明
。
②
「
拓
北
地
区
の
防
災

地
図
を
つ
く
る
」
た
め
の
通
学

路
上
の
危
険
箇
所
︵
倒
壊
の
恐

れ
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
自
動
販

売
機
等
）
や
一
時
避
難
所
で
あ
る

公
園
の
確
認
︵
防
火
水
槽
等
）

及
び
災
害
発
生
時
に
飲
料
水
を

供
給
す
る
「
緊
急
貯
水
槽
」︵

拓

北
公
園
）
の
見
学
。
③
「
今
、
地

震
が
起
き
た
ら
？
」
を
問
い
、
基

幹
避
難
所
で
あ
る
拓
北
小
学
校

に
お
い
て
防
災
会
の
協
力
・
保

護
者
の
参
加
で
「
一
日
避
難
所
」

体
験
を
実
施
。

③
で
は
、
体
育
館
・
理
科
室

に
て
「
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
と
パ
ー

ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
体
験
」「
簡
易

ト
イ
レ
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
蓋
踏

み
体
験
」「
非
常
食
の
試
食
体

験
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ラ
ン
タ
ン

作
り
」
等
、
合
計
４
か
所
の
ブ
ー

ス
で
避
難
所
と
し
て
の
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
・
簡
易
ト
イ

レ
の
ブ
ー
ス
で
は
児
童
が
協
力

し
て
組
み
立
て
、
効
能
を
確
認

し
、
非
常
食
の
ブ
ー
ス
で
は
、
用

意
さ
れ
た
４
種
類
を
お
湯
と
水

の
場
合
で
の
味
覚
の
比
較
を
し

な
が
ら
試
食
し
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
の
各
ブ
ー
ス
で
の

感
想
が
付
箋
紙
に
記
さ
れ
、
体

育
館
に
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
会
は
、
今
回
の
「
防
災

ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
通
じ
て
、
児
童

が
災
害
発
生
時
に
特
に
、「
共

助
」
の
重
要
性
を
確
認
す
る
一
助

と
し
て
協
力
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

体育館での段ボール

ベット組み立て体験

地
域
活
動
紹
介

拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
青
少
年
育
成
委
員
会

「
地
域
と
つ
な
が
る
防
災
ア
ク
シ
ョ
ン
」

　
　

〜
ひ
ま
わ
り
防
災
会
、
拓
北
小
児
童
の
防
災
学
習
に
協
力
〜
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印
刷

旭
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

電
話

〇
一
一
―
六
六
六
―
四
〇
四
〇

■
編
集
委
員
■

真
鍋

俊
彦
︵
広
報
部
長
︶

三
谷

英
男

中
野

裕
子

佐
々
木
俊
晃

吉
野

治
美

6
月
21
日︵

日︶

、
拓
北
・
あ

い
の
里
地
区
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
「
て
し
ご
と
マ
ル

シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
て
し
ご
と
マ
ル
シ
ェ
」
と
は
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
や
雑
貨
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
販
売
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
で
２
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
昨
年

以
上
の
出
展
者
に
参
加
い
た
だ

き
31
店
舗
が
集
結
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
内
に
は
障
が
い
者
就

労
支
援
事
業
所
が
製
作
し
た
パ

ン
や
お
菓
子
、
天
然
の
藍
で
製

作
さ
れ
た
小
物
や
衣
類
、
発
酵

食
品
の
麹
調
味
料
、
貝
殻
小
物

雑
貨
や
中
国
か
ら
来
た
方
に
よ

る
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
、
ま

た
帯
を
リ
メ
イ
ク
し
た
小
物
な

ど
個
性
溢
れ
る
作
品
が
並
ん
だ

ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は

ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
や
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
作
り
、
白
糸
刺
し
ゅ

う
体
験
な
ど
が
で
き
る
ブ
ー
ス

も
あ
り
、
来
場
者
で
大
変
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
出
展
し
て

い
る
作
家
は
来
場
者
に
直
接
も

の
づ
く
り
の
大
変
さ
や
作
品
に

込
め
ら
れ
た
想
い
を
伝
え
る
な

ど
作
品
を
介
し
た
会
話
が
弾
む

場
面
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
受

け
ら
れ
「
作
品
を
売
る
・
買

う
」
だ
け
で
な
く
、
そ
の
交
流

に
よ
っ
て
出
展
者
は
励
み
に
な

り
創
作
意
欲
が
わ
き
、
来
場
者

は
作
品
へ
の
愛
着
が
わ
く
機
会

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

地
域
や
も
の
づ
く
り
の
活
性

化
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
が
、
人
と
の
つ
な
が
り
や

交
流
を
楽
し
む
場
と
な
っ
た
一

日
で
し
た
。

〇
連
町
・
地
区
セ
ン
タ
ー
共
催

﹁
み
ん
な
で
歩
こ
う
会
﹂
開
催

今
年
も
健
康
促
進
の
た
め
の

「
み
ん
な
で
歩
こ
う
会
」
を
10

月
3
日︵

土︶

に
開
催
し
ま
す
。

歩
く
こ
と
に
自
信
の
な
い
方

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
あ

い
の
里
緑
道
と
せ
せ
ら
ぎ
沿
い

緑
道
」
の
５
㎞
を
１
時
間
半
歩

く
コ
ー
ス
で
す
。

出
発
は
９
時
30
分
地
区
セ
ン

タ
ー
、
終
点
も
地
区
セ
ン
タ
ー

の
周
回
コ
ー
ス
で
す
。

参
加
さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
地
区
セ
ン
タ
ー

ま
で
︵
７
７
８
―
８
０
０
０
）
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

☆
広
報
「
拓
北
・
あ
い
の
里
」

第
86
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

☆
５
月
23
日
に
今
年
度
総
会
が

開
か
れ
、
前
年
度
の
事
業
報

告
、
決
算
の
ほ
か
今
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
と
新
役
員
体
制

が
承
認
さ
れ
て
本
格
的
な
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。
広
報
部
で

は
部
長
が
交
代
し
ま
し
た
が
そ

の
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
は
引
き
続

き
担
当
し
ま
す
の
で
ご
愛
読
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

☆
本
号
は
暑
い
中
で
の
編
集
作

業
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
手
元

に
届
く
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
な
気

配
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
夏
の
疲
れ
か
ら
体
調
を
崩

さ
れ
ぬ
よ
う
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。

◦
イ
ベ
ン
ト
紹
介

て
し
ご
と

マ
ル
シ
ェ

訃
報

令
和
８
年
７
月
15
日

木
村

聡
様
︵
連
町
副
会

長
、
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の

里
Ａ
ス
テ
ー
ジ
町
内
会
会
長
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

＊
拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
セ
ン
タ
ー
か
ら
＊

連
町
行
事
の
お
知
ら
せ

2025みんなで歩こう会

編

集

後

記

編

集

後

記




